
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

千葉県の水稲採種ほ面積は約350haである。この採種ほで約300戸の農家が1,200t前後の種子を生産しているが、最近、選別歩留まり
の低下や内穎褐変病の発生が問題になることが多い。現地ほ場の観察から過剰な施肥がその原因のひとつと見られるが、採種栽培の
施肥法は明らかでない点も多く栽培指導が難しいのが現状である。そこで、約240haのほ場で採種が行われている「コシヒカリ」について､
良質な種子を効率良く生産するための窒素施用法を明らかにする。 

［成果内容］ 

1999年～2000年に窒素施用量と穂肥施用時期を組み合せた施肥試験を実施し、壌土の湿田における「コシヒカリ」採種栽培の窒素施用
法を明らかにした。 

1. 28,000粒/ m2の籾数でほぼ最高の種子収量が得られる。籾数がこれをこえると、選別歩留りと収量がともに低下して内穎褐変籾歩合
が増加する。（図1～図3） 

2. 10aあたり、基肥1.5kg（全層施肥）、穂肥2.0kgの窒素を施用すると、籾数が約28,000粒/ m2となり、約450kg/10aの種子収量が得られ
る。玄米収量は、籾数が約35,000粒となる基肥3.0kg、穂肥3.0kgの施用で最も高まる。（表3） 

3. 穂肥（窒素2kg/10a）を、幼穂形成期の茎数×葉色値が16,000の年には出穂前10日頃、14,000の年には出穂前15日頃に施用すると、
倒伏、内穎褐変病を助長せずに約450kg/10aの種子収量が得られる。（表4） 

部門 稲 対象 普及 

課題名：「コシヒカリ」採種栽培における適正窒素施用量と穂肥施用適期 

［要約］ 高品質種子の生産では玄米生産より籾数を減らして登熟をさらに高めるため、壌土の湿田では窒素施用量を10aあ
たり、基肥1.5kg、穂肥2.0kgとし、穂肥の施用適期は幼穂形成期の生育から判定する。 

キーワード  （専門区分）栽培      （研究対象）稲類－水稲 

（フリーキーワード）水稲、採種、施肥、生育診断、コシヒカリ 

実施機関名 （主  査）原種農場成東分場 

  （協力機関）農業試験場土壌肥料研究室 

  （実施期間）1999年度～2000年度 



 

［留意事項］ 

1. 他の土壌条件では、窒素施用量を玄米生産に対して、基肥が半量、穂肥が2/3量を目安とする。 

2. 穂肥の施用適期は玄米生産の場合より8～10日程度遅くなる。 

［普及対象地域］県下全域の壌土の湿田 

［行政上の措置］ 

［普及状況］ 

［成果の概要］ 
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